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「内容を録音したデータが事務局にあります」

特任教授

紹介者　渡辺新吉会員

紹介者　澤部利藏会員

紹介者　深澤壽一会員

第 1414 回例会 2022 年 4 月 20 日発行（No.1359）

東京上野 RC との合同例会
講演「オトナのがん教育」

「コロナ禍における
献血の状況について」

「インターネット犯罪の現状と
セキュリティ対策」

東京大学大学院医学系研究科
総合放射線腫瘍学講座

東京都赤十字血液センター

本富士警察署長

事業推進一部　部長

中川　恵一　様

田中　真人　様

南谷　和彦 警視

本日の例会（4月 20 日） 次回の卓話（4月 27 日）

卓 話

4月 13 日　第 1413 回例会報告

卓話をされる田中真人様

会長報告

1．「ロータリー希望の風ワイン」販売のお知らせが

ありました。ワイン価格の一部が希望の風奨学

金への振込となります。

合同例会ではお酒の提供を取りやめたため、ク

ラブでの購入はいたしませんが、オンラインサ

イトからの個人購入が可能です。詳細はチラシ

をご覧ください。

2．来週は、東京上野 RC の皆様をお迎えしての合同

例会となります。

リバウンド警戒期間ということもあり、乾杯を

含むお酒の提供は致しません。　また、通常の

例会時と同様に会場に来られた方よりお食事を

提供いたします。

食事をしながらの懇談は短縮し、終了時間が

13：30 と早まりましたので、ご留意下さい。

幹事報告

1．4 月 15 日（金）地区研修協議会が開催されます。

廣瀬会長エレクト、三浦次年度幹事、次年度ク

ラブ委員長の皆様が出席します。 

2．会長からもお話しがありましたが、来週は「東

京上野 RC との合同例会」となります。

4 月から米山奨学生となる千　宰弘さん も参加

されます。

時間の都合で千さんからのスピーチはありませ

んが、積極的に声がけをお願いします。



「ウクライナでの戦争による人道的危機に
ロータリーが対応」

ロータリーWeb「ニュース＆特集記事」より抜粋

（全文は下記アドレスよりご覧ください）

https://www.rotary.org/ja

米国イリノイ州エバンストン（2022 年 4 月 4 日）： 

– ロータリーは本日、ウクライナと近隣諸国のクラ

ブが実施している現地での救援活動を支援するため、
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ニコニコＢＯＸ 6,000 円

累　　計	 690,970 円

ニコニコＢＯＸ

＊中西文太会員

誕生日祝い、ありがとうございます。

＊清水卓治会員

春が来て嬉しい毎日。

＊深澤壽一会員

先週借りた吉水親子二代の立派な DVD 見まして、

大変に感激しました。ショートスピーチで話しま

す。

＊三浦謙吾会員

郷友会ありがとうございました。同伴者の本郷さ

ん、中西さんに恵まれ、大きなハンデのおかげで

優勝できました。厳しいハンデで今後は頑張りま

す。

（公財）ロータリー米山記念奨学会ニュース

【★	ハイライト	よねやま265 号	★】

2022 年 4 月 13 日発行

【今月のトピックス】

・2022 学年度の奨学生

・巣立った奨学生へ	－カウンセラーからのメッセージ－

・寄付金速報　－今年度初めて前年同期比増へ－

・東京米山ロータリーＥクラブが創立 10 周年

・ウクライナの米山学友は今

▼全文は、こちらよりご覧ください。

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/content/up-

loads/summary/highlight265_pdf.pdf

｢文京あじさいまつり　バザー｣
ご案内とお願い

今年度、「文京あじさいまつり」が開催の方向で

進められており、社会・青少年奉仕委員会としても

参加させていただくことといたしました。今回も会

場の一部分をお借りし、当クラブの広報活動を行う

とともに、皆様からご寄付いただいた商品を元にバ

ザーを開催いたします。

バザーの目的は、東京本郷ロータリークラブの活

動の広報活動及び東日本大震災復興事業への啓蒙を

テーマとしています。（希望の風奨学金寄付等）

標記目的をご理解のうえ、提供される商品に希望

価格を提示され、バザー用品のご寄付をお願い致す

と共にバザーにご協力いただき、なるべくご本人が

販売にあたっていただければ幸いです。

東北の物品を「ふるさと納税」の制度を利用して

いただくのも良いかと思います（実質負担が 2,000

円で、東北現地の特産品をバザーにて広める効果も

期待できます）。

午前中で完売の可能性が高いと予想されますが、

参加いただきますようお願いいたします。

※コロナ禍でありますので、体調に不安がある方は

お控えください。お気持ちは参加ください。

記

日時： 2022 年 6 月 12 日（日） 

集合 10：00

販売 11：00 ～完売まで（例年 正午過ぎ頃）

場所： 文京区　白山神社境内

（都営三田線白山駅3分・南北線本駒込駅6分）

以上

出　　席

会員数：50名　出席数：33名　欠席数：8名

出席免除者数：3名　特別措置出席免除者数：6名

出席率：80.49％

3 月 30 日修正後出席率：88.89％

クラブゲスト：田中真人様（卓話講師）

阿部　唯様（同行者）

600 万米ドル以上の寄付が寄せられたと発表しまし

た。

「人道的支援のニーズは日に日に高まっています。

欧州をはじめ、世界中のロータリークラブ（ウクラ

イナの 1,100 人の会員を含む）が既に救援活動に乗

り出し、中には避難民の支援に当たっているクラブ

もあります」と国際ロータリーの CEO であるジョン・

ヒューコ氏は述べます。

• ウクライナ西部では、リヴィウのロータリー会員

が地方自治体や主要病院と協力して、緊急の医療

物資や機器を提供しています。

• スロバキアとチェコ共和国では、ロータリークラ

ブが鉄道会社と提携し、難民の移動手段と必需品

を提供しています。

• フランスとドイツでは、ロータリー会員が支援の

窓口となる基金を設置し、ウクライナと近隣国へ

の援助を取りまとめるチームを立ち上げました。

• ポーランドのロータリークラブは、食糧、水、医

療機器を提供しているほか、ウクライナ難民の移

動やシェルターを支援しています。

ロータリーの慈善部門であるロータリー財団に寄

せられた寄付金は、ウクライナやほかの国のロータ

リークラブを通じて、難民の支援が最も必要とされ

る場所で直接活用されています。

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/content/uploads/summary/highlight265_pdf.pdf
https://www.rotary.org/ja

